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物
部
川
流
域
の
活
性
化
、
町
田
堰
の
早
期
改
修
を

　

香
美
市
の
白
髪
山(

一
七
七
〇
ｍ)

を
水
源

と
し
、
太
平
洋
に
注
ぐ
物
部
川
は
、
県
内
一

級
河
川
の
中
で
最
も
短
い
幹
川
流
路
延
長
71

㎞
、
し
か
も
最
も
勾
配
の
き
つ
い
急
流
で
す
。

流
域
は
香
美
・
香
南
・
南
国
の
三
市
か
ら
な
り
、

上
流
域
に
は
剣
山
国
定
公
園
、
別
府
狭
等
が

あ
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
下
流
域
に
は
鉄
道
や
高
知
龍
馬
空
港
が

あ
り
、
県
内
最
大
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
香
長

平
野
が
開
け
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
短
い
急
流
に
永
瀬
・
吉
野
・
杉
田

の
三
つ
の
ダ
ム
が
あ
り
、
山
の
崩
壊
等
に
よ

る
濁
水
や
、
豪
雨
に
よ
る
堰
や
堤
防
の
被
災
、

水
不
足
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

〝
流
域
は
一

つ
の
運
命
共

同

体
、
み

ん

な

の

力
・
共

同
の
輪
で
森

と
清
流
の
再

生
を
め
ざ
そ

う
〟
と
、
流

域
の
森
林
組

合
、
物

部

川

漁
協
、
農
協
、

土
地
改
良
区
、

土
佐
刃
物
連

合

協

組
、
商

工
会
な
ど
15
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団
体
、
個
人
が
「
物
部
川
21
世
紀
の
森
と
水

の
会
」
を
結
成
し
て
課
題
を
共
有
し
、
行
政
、

大
学
、
森
を
守
る
み
ん
な
の
会
、
海
を
守
る

会
等
と
も
協
力
し
て
清
流
の
再
生
や
流
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

県
は
「
物
部
川
清
流
保
全
計
画
」
を
立
て

て
住
民
の
自
主
的
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す

が
、
企
業
局
を
含
め
た
よ
り
積
極
的
な
協
力

支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　

永
瀬
ダ
ム
の
土
砂
撤
去
に
つ
い
て
は
、「
仮

置
き
場
の
増
設
や
作
業
道
の
整
備
を
合
わ
せ

て
進
め
る
こ
と
で
土
砂
撤
去
を
加
速
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
田
堰
は
築
造
さ
れ
て
54
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
香
南
市
が
事
業

主
体
と
な
り
令
和
２
年
度
に
着
手
し
、
取
水

ゲ
ー
ト
の
改
良
は
令
和
３
年
度
ま
で
に
、
魚

道
の
改
良
や
堤
本
体
の
改
修
は
令
和
６
年
度

ま
で
に
終
え
る
予
定
で
す
。
予
算
確
保
を
含

め
て
シ
ッ
カ
リ
と
支
援
し
て
い
く
と
答
弁
。

「
し
ん
ふ
ん
赤
旗
」 

３
月
10
日
付

町田堰（統合堰）下流側が痛み魚道も機能不全に

　

物
部
川
の
維
持
流
量
は
、
平
成

19
年
に
国
が
定
め
た
河
川
整
備
基

本
方
針
の
目
標
量
に
届
い
て
お
ら

ず
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
検
討

す
る
と
の
こ
と
。
共
産
党
県
委
員

会
事
務
所
が
出
来
上
が
り
今
月
引

渡
し
。
募
金
目
標
達
成
ま
で
あ
と

４
百
万
円
弱
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
。


